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今
年
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争

が
終
わ
っ
て
８０

年
、
日
本
で
は
戦

後
の
第
１
次
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
で
生
ま

れ
た
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
年
だ
。

こ
の
節
目
に
向
か
っ
て
「
地
域

包
括
ケ
ア
」
の
在
り
方
を
懸
命

に
模
索
し
て
き
た
我
々
の
世
代

も
す
っ
か
り
戦
後
生
ま
れ
だ
▼

戦
争
は
す
っ
か
り
過
去
の
も
の

で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ

ナ
な
ど
外
国
の
出
来
事
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
戦

争
体
験
世
代
の
ト
ラ
ウ
マ
が
現

代
を
生
き
る
子
や
孫
に
ま
で
引

き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
語
り

継
ぐ
人
が
い
て
、
丁
寧
に
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
す
る
本
も
出
版
さ

れ
て
い
る
▼
一
番
有
名
な
の
は

武
田
鉄
矢
さ
ん
だ
ろ
う
。
ヒ
ッ

ト
曲「
母
に
捧
げ
る
バ
ラ
ー
ド
」

の
中
で
、
故
郷
そ
の
も
の
と
歌

っ
た
お
母
さ
ん
は
復
員
兵
で
あ

る
お
父
さ
ん
の
酒
乱
や
暴
力
に

耐
え
に
耐
え
、
生
活
を
支
え
、

子
供
を
育
て
た
「
昭
和
の
母
」

だ
。
家
族
に
も
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
お
父
さ
ん
の
戦
後
の

姿
が
戦
争
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
、

そ
の
傷
の
う
ず
き
だ
っ
た
こ
と

を
知
る
の
は
亡
く
な
っ
た
後
だ

っ
た
と
い
う
▼
戦
争
ト
ラ
ウ
マ

に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
な
り
、
生

活
苦
、家
族
へ
の
暴
力
、虐
待
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
引
き
起
こ

し
、
一
部
は
子
や
孫
に
ま
で
連

鎖
し
て
い
る
様
は
壮
絶
で
、
心

が
痛
む
。
ま
た
か
つ
て
の
復
員

兵
が
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
報
道
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
を
起
こ
し
、
晩
発
性
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
に
今
も
苦
し
ん
で
い
る
と
い

う
。
戦
争
は
何
世
代
も
の
長
い

間
、
人
々
の
心
を
苦
し
め
、
傷

跡
を
残
す
残
虐
性
を
持
つ
こ
と

を
多
く
の
人
と
と
も
に
共
有
し

た
い
と
思
う
。

（
梨
杏
）

田中麻衣子

第26回医療・健康フェスティバル第26回医療・健康フェスティバル

１０
月
１９
日
、
協
会
は
市
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
「
第

２６
回
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
新
都
市

プ
ラ
ザ
（
横
浜
駅
東
口

そ
ご
う
前
広
場
）
に
て

開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
企
画
も
復
活
し
、
医
師
・

歯
科
医
師
が
市
民
と
対
話
し
た
。

　

一
般
市
民
の
健
康
意
識
向

上
・
啓
発
を
目
的
と
し
た
本
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
「
健
康
相
談
」
・

「
健
康
イ
ベ
ン
ト
」
・
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ゼ
ロ
く
ん
』

と
の
写
真
撮
影
を
行
う
「
ち
び

っ
こ
写
真
館
」
・「
く
じ
引
き
企

画
」
と
い
っ
た
４
種
類
の
企
画

を
実
施
。
当
日
は
会
員
で
あ
る

医
師
・
歯
科
医
師
１７
名
の
ほ
か

神
奈
川
県
栄
養
士
会
か
ら
２

名
、
か
な
が
わ
健
康
財
団
か
ら

４
名
、
神
奈
川
民
医
連
か
ら
１

名
の
協
力
の
も
と
運
営
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
医
療
費
の
窓

口
負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
・「
保
険
証
使
い
続
け

た
い
」
署
名
は
が
き
入
り
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
２
千
７
０

０
部
と
、
医
療
問
題
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
情
報
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
約
６
０
０
部
の
配
布
を
行
っ

た
。栄

養
相
談
を
初
開
催

栄
養
相
談
を
初
開
催

県
栄
養
士
会
の
協

県
栄
養
士
会
の
協

力
で
力
で

　

健
康
相
談
で
は
、
例
年
好
評

の
医
科
・
歯
科
健
康
相
談
に
加

え
、
神
奈
川
県
栄
養
士
会
の
協

力
で
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

を
初
め
て
行
っ
た
。
相
談
者
は

肥
満
や
老
化
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
悩
み
に
基
づ
い
て
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
食
事
の
際
に
心
が

条
件
と
し
て
医
療
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
（
設
問
は

左
下
参
照
）。

　

例
年
、「
医
療
費
の
窓
口
負

担
」
に
関
す
る
設
問
の
み
を
扱

っ
て
き
た
本
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
、
今
回
、
新
し
い
問
い
（
Ｑ

１
、
Ｑ
２
）
を
追
加
。
Ｑ
１
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
資

格
確
認
方
法
に
つ
い
て
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
使
っ
て
い
る
と
回

答
し
た
人
は
９９
名
、
ス
マ
ホ
保

険
証
を
使
っ
て
い
る
と
回
答
し

た
人
は
１
名
、
こ
れ
ま
で
の
保

険
証
（
紙
、
カ
ー
ド
）
を
使
っ

て
い
る
と
回
答
し
た
人
は
７０

名
、
資
格
確
認
書
を
使
っ
て
い

る
と
回
答
し
た
人
は
１４
名
で
あ

っ
た
。
会
社
員
や
主
婦
層
が
多

か
っ
た
た
め
か
、
回
答
者
の
半

数
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
し

て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
Ｑ
２

で
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適

用
除
外
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
約
７

割
が「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
問
い
に
関
連

し
、
来
場
者
に
配
布
し
た
情
報

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
資
格
確
認

方
法
の
種
類
の
図
説
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に
つ

い
て
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
（
※
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
掲
載
し
啓

発
し
た
。

　

ま
た
、
同
ブ
ー
ス
内
で
は
保

険
証
復
活
を
求
め
る
「
従
来
の

健
康
保
険
証
を
返
せ
！
」
署
名

の
ほ
か
、
患
者
署
名
「
地
域
住

民
の
医
療
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
医
療
機
関
の
維

持
存
続
へ
の
支
援
を
求
め
る
請

願
署
名
」、
医
療
費
の
窓
口
負

担
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
署
名
活
動

を
行
っ
た
。

け
て
お
く
と
良
い
こ
と
な
ど
、

栄
養
士
か
ら
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。

　

昨
年
初
め
て
実
施
し
た
「
保

険
証
に
関
す
る
相
談
」
は
「
医

療
問
題
に
関
す
る
相
談
」
と
し

て
、
資
格
確
認
の
方
法
・
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
に

関
す
る
不
安
な
ど
広
い
テ
ー
マ

で
相
談
を
受
け
付
け
た
。

　

ま
た
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
肌
年
齢
測
定
・
糖
化
度
測
定
・

ガ
ム
を
使
っ
た
咀
嚼
力
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
。
肌
年
齢
測
定
・
糖

化
度
測
定
は
か
な
が
わ
健
康
財

団
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
測
定
を

行
い
、
咀
嚼
力
チ
ェ
ッ
ク
は
協

力
医
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　

健
康
イ
ベ
ン
ト
は
そ
ご
う
前

を
通
り
が
か
っ
た
家
族
連
れ
、

他
イ
ベ
ン
ト
参
加
前
の
若
者
た

ち
か
ら
注
目
を
集
め
、
行
列
が

で
き
る
盛
況
ぶ
り
と
な
っ
た
。

約
７
割
が
「
知
ら
な
い
」

約
７
割
が
「
知
ら
な
い
」

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外

適
用
除
外

　

く
じ
引
き
企
画
で
は
、
参
加

多多彩彩なな企企画画で市民へアピール

実行委員長 二村　哲

　今年はイベントとしての医療・健康フェスティバルの復
活とも言うべく、署名活動のみならず、くじ引きプレゼン
ト付き「患者アンケート」や子ども達に大人気の「ちびっ
子写真館」の他、人気を集めた「肌年齢・糖化度測定」、初
の試みの「栄養相談」、定番となった「咀嚼力チェック」、「医
科・歯科健康相談」と盛り沢山の企画があり、どれもお祭
りムードの中賑わいを見せました。
　医療界への逆風の中、窓口負担の軽減や従来の保険証の
存続、医療機関の存続など「市民の方々の不安を解消でき
る医療政策」が今求められていることを強く感じるイベン
トでした。参加ご協力いただいた先生方、スタッフの皆様
に感謝いたします。

健康・元気な方との対話も

　とても楽しかったです。それなりに人気だった咀嚼力チ

ェックにいらっしゃった方々は、健康に気を使っていて元

気な方が多い印象でした。次も都合が合えばまた参加して

みたいと思います。 （歯科・山鹿 高義先生）

肌年齢／糖化度測定

ちびっ子写真館

医療・健康医療・健康
フェスティバルを終えてフェスティバルを終えて

OTC類似薬のポ
スターはこちら
から（医科版）

Ｑ1． 病気で医療機関にかかる時、主に保険証は何を使っ
ていますか？1つお選びください。

　　　【 マイナ保険証・スマホ保険証・これまでの保険証
（紙、カード）・資格確認書】

Ｑ2． 政府は風邪薬や花粉症、皮膚炎などのお薬を保険適
用から外すことを検討しています。ご存じですか？

　　　【知っている・知らない】

Ｑ3． イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、カナダな
ど多くの先進国では医療機関における窓口負担が
「ゼロ」であることを知っていますか？

　　　【知っている・知らない】

Ｑ4． この1年間、医療機関にかかるのを我慢したことが
ありますか？

　　　【ある（医科・歯科）・ない】

　　　※「ある」とご回答の方は、その理由は？（複数回答可）

　　　　【時間がなかった・面倒だった・お金がかかる・その他】

Ｑ5． 病気で医療機関にかかる時、医療費の“窓口負担”
はどれが良いですか？1つお選びください（現在は
1割～3割負担）。

　　　 【ゼロ（無料）・5％・10％（1割）・20％（2割）・30％（3
割）・その他】

医科・歯科健康相談

咀嚼力チェック

〈アンケート設問〉

一般の方にも分かりやすい説明を心がけて

　初めて健康相談に参加してみて、とても面白かったです。

ある市民の方は、通院先で心電図の異常などを「しばらく

様子見で大丈夫」と言われたものの、気がかりとのことで

相談にいらっしゃいました。一般の方にも理解できるよう

に心がけて説明したことで、安心していただけたことが印

象的でした。これからも分かりやすい説明を心がけていき

たいと感じました。 （医科・小山 泉先生）
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物
価
や
人
件
費
の
上
昇
で

ひ
っ
迫
す
る
医
療
機
関
経
営

を
打
開
す
る
た
め
、
補
正
予

算
に
よ
る
支
援
策
や
２６
年
度

診
療
報
酬
改
定
の
大
幅
引
き

上
げ
な
ど
、
医
療
界
が
一
丸

と
な
り
高
い
熱
量
で
要
請
を

続
け
て
い
る
。
政
府
や
与
野

党
、
マ
ス
コ
ミ
、
世
論
も
医

療
機
関
の
窮
状
へ
の
理
解
が

醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
世
論
の
認
識
は

〝
病
院
〟
の
経
営
危
機
で
あ

り
、
診
療
所
は
埒
外
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
大
き
な
不
安

が
残
る
。

　

６
月
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
特
集
を
は
じ
め
、
病
院

の
経
営
危
機
の
報
道
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
「
病
院
経
営

は
過
去
最
大
の
危
機
、
１０
％

超
の
診
療
報
酬
引
き
上
げ
が

必
要
」
な
ど
、
連
日
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
一
方
、
診
療
所

の
深
刻
な
経
営
状
況
に
触
れ

る
報
道
は
殆
ど
な
い
。

　

中
医
協
で
は
２３
年
度
の
診

療
所
の
医
業
利
益
率
が
プ
ラ

ス
だ
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い

に
、
支
払
側
が
２６
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
診
療
所
財
源
を

病
院
へ
移
転
、
傾
斜
配
分
す

る
こ
と
を
提
案
。
挙
句
の
果

て
に
は
、
財
務
省
の
財
政
審

が
「
病
院
へ
の
重
点
的
な
支

援
の
た
め
、
診
療
所
の
報
酬

の
適
正
化
が
不
可
欠
」
と
し
、

財
政
的
な
観
点
の
み
で
個
別

の
診
療
報
酬
点
数
の
廃
止
や

見
直
し
等
を
主
張
す
る
と
い

う
、
越
権
行
為
に
及
ぶ
始
末

で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
病

院
偏
重
の
財
政
支
援
や
診
療

報
酬
改
定
と
な
り
、
診
療
所

経
営
に
と
っ
て
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
状
況
と
な
る
恐
れ

さ
え
あ
る
。

　

厚
労
省
が
８
月
末
に
公
表

し
た
医
療
費
の
動
向
で
は
、

２４
年
度
の
医
療
費
の
伸
び
率

（
１
診
療
所
当
た
り
）
は
、
医

科
診
療
所
が
対
前
年
度
比
で

▲
１
・
６
％
、
と
り
わ
け
内

科
は
▲
２
・
６
％
、
小
児
科

は
▲
１８
・
３
％
と
、
厳
し
い

状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
加
え
て
、
日
医
が
９
月
に

公
表
し
た
「
２
０
２
４
年
度
・

診
療
所
の
緊
急
経
営
調
査
」

で
は
、
法
人
立
診
療
所
の
４５

％
が
医
業
利
益
赤
字
と
い
う

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

歯
科
に
お
い
て
は
２４
年
度
の

倒
産
件
数
が
過
去
最
高
（
２７

件
）
を
記
録
し
、２５
年
度
上
半

期
も
前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

だ
（
１４
件
）
。
医
科
・
歯
科
診

療
所
も
病
院
同
様
、
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
る
の
は
、
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

初
診
患
者
の
８
割
、
外
来

患
者
の
７
割
を
診
療
所
は
診

て
お
り
、
疾
病
の
早
期
発
見

や
重
症
化
予
防
な
ど
第
一
線

医
療
を
担
っ
て
い
る
の
は
診

療
所
で
あ
る
。
財
源
移
転
な

ど
の
第
一
線
医
療
の
軽
視

は
、
医
療
的
機
能
分
担
の
均

衡
を
崩
し
、
医
療
危
機
の
悪

循
環
を
生
む
。
ま
た
病
院
の

赤
字
の
み
強
調
す
る
メ
デ
ィ

ア
報
道
は
、
徒
に
病
院
と
診

療
所
の
分
断
を
生
む
種
に
も

な
り
、
厳
に
改
め
る
べ
き

だ
。

　

協
会
は
、
医
療
機
関
の
厳

し
い
経
営
状
況
が
地
域
医
療

崩
壊
の
危
機
に
直
結
す
る
こ

と
を
患
者
に
広
く
周
知
・
啓

発
す
る
た
め
、
院
内
ポ
ス
タ

ー
を
全
会
員
に
送
付
し
た

（
６
面
参
照
）
。
診
療
報
酬
大

幅
プ
ラ
ス
改
定
等
へ
の
世
論

の
理
解
と
合
意
形
成
の
た

め
、
待
合
室
か
ら
の
情
報
発

信
や
署
名
な
ど
、
会
員
諸
氏

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

第
一
線
支
え
る
診
療
所
へ
人
的
投
資
を

大
幅
プ
ラ
ス
改
定
を

強
く
求
め
る

　

政
策
部
は
１０
月
１７
日
、
二
木

立
・
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授

を
講
師
に
招
き
、「
今
後
の
医
療

と
医
療
政
策
を
俯
瞰
的
に
考
え

る
―
参
政
党
と
高
市
早
苗
自
民

党
総
裁
の
医
療
政
策
に
も
触
れ

な
が
ら
」
を
演
題
に
医
療
問
題

研
究
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用
で
開
催
。
医
師
５５
名
、
歯

科
医
師
１１
名
、
日
経
・
朝
日
等
マ

ス
コ
ミ
８
名
、
学
者
３
名
な
ど

全
体
で
１
０
２
名
が
参
加
し
た
。

　

二
木
氏
は
、
医
療
は
安
定
成

長
産
業
だ
と
し
、
大
局
的
観
点

か
ら
の
話
を
展
開
。
併
せ
て
高

市
自
民
党
新
総
裁
の
医
療
政
策

公
約
は
マ
ト
モ
で
あ
り
、
タ
カ

派
的
外
交
政
策
と
の
区
別
が
必

要
と
説
明
。
た
だ
、
維
新
と
の

連
立
で
〝
不
透
明
感
化
し
た
〟

と
現
局
面
を
分
析
し
詳
述
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質

問
が
続
出
。
二
木
氏
か
ら
は
、

医
療
者
の
奮
起
を
期
し
、
他
力

本
願
で
な
い
政
策
提
案
や
政
治

家
・
国
民
へ
の
働
き
か
け
が
必

要
だ
と
直
言
も
な
さ
れ
た
。

医
療
は
永
遠
の
安
定

成
長
産
業

賃
上
げ
分
は
保
険
料

で
消
え
て
な
い

　

講
演
前
半
の
本
論
で
は
、「
医

療
は
永
遠
の
安
定
的
な
成
長
産

業
」
だ
と
説
き
、
１
９
８
１
年

か
ら
始
ま
る
医
療
費
抑
制
策
の

下
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
「
医

療
冬
の
時
代
」
論
へ
対
し
、
８０

年
代
後
半
か
ら
一
貫
し
て
主
張

し
て
き
た
と
展
開
。
根
拠
は
、

厚
生
省
（
当
時
）
が
国
民
医
療

費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
長
期
的
に

漸
増
す
る
と
試
算
し
、
医
療
経

済
学
的
に
も
医
療
の
技
術
進

歩
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
殆
ど

医
療
費
の
増
加
を
招
く
こ
と
だ

と
し
た
。

　

た
だ
、
２
０
２
２
年
以
降
は

医
療
費
・
社
会
保
障
費
抑
制
の

３
つ
の
逆
流
が
生
じ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

後
の
防
衛
費
倍
増
に
よ
る
圧

迫
、
②
岸
田
内
閣
で
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
加
速
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
圧
縮
、
③
若
年
世
代
の

社
会
保
障
へ
の
不
信
感
を
巧
妙

に
取
り
込
ん
だ
国
民
民
主
党
・

日
本
維
新
の
会
の
社
会
保
険
料

引
き
下
げ
の
主
張
や
国
民
・
参

政
党
の
躍
進
だ
と
し
た
。

　

二
木
氏
は
逆
流
の
中
の
社
会

保
険
料
の
引
き
下
げ
主
張
を
検

証
し
、
①
厚
労
省
の
「
令
和
４

年
社
会
保
障
に
関
す
る
意
識
調

査
報
告
」
を
引
き
、
国
民
の
多

数
（
６２
・
１
％
）
は
負
担
増
を

容
認
し
て
い
る
、
②
若
年
世
代

で
も
社
会
保
険
料
負
担
の
増
加

は
世
帯
総
収
入
増
加
の
１８
・
６

％
に
過
ぎ
ず
、
賃
上
げ
が
社
会

保
険
料
に
消
え
る
と
い
う
の
は

事
実
誤
認
、
③
国
際
的
に
も
日

本
は
総
額
が
低
く
、
社
会
保
険

料
の
事
業
主
拠
出
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

も
日
本
が
６
・
７
％
で
、
ド
イ

ツ
１０
・
７
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

１１
・
３
％
、
フ
ラ
ン
ス
１２
・
８

％
に
比
し
低
い
、
高
齢
化
で
調

整
す
れ
ば
な
お
さ
ら
だ
、
と
指

摘
し
た
。

講師の二木氏

高
市
自
民
総
裁
の
医
療
政
策
は
的
確

部
分
改
革
と
医
療
者
の
自
己
改
革
が
必
要

１
点
単
価
変
動
制
は
選
択
肢

二
木
立
・
名
誉
教
授
が
俯
瞰
的
に
講
演

し
か
し
維
新
と
の
連
立
で
不
透
明
に

医療問題研究会

　

コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
医
療
の
変

化
と
部
分
改
革
の
進
展
に
も
触

れ
、
国
民
の
医
療
満
足
度
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
国
民
の
割

合
は
５
割
強
で
変
わ
ら
な
い
、

７０
歳
以
上
で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
か

ら
８
割
あ
る
と
し
た
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
健
闘
し

た
医
療
機
関
は
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
は
患
者
数
が
回
復
せ
ず
、
補

助
金
も
な
く
な
り
、
２４
年
か
ら

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
と
提

示
。
「
骨
太
方
針
２
０
２
５
」

で
の
医
療
費
抑
制
策
の
部
分
的

見
直
し
で
、
薄
明
か
り
が
出
始

め
て
い
る
と
し
た
。

　

厚
労
省
の
施
策
に
も
言
及

し
、
地
域
医
療
計
画
へ
の
感
染

症
対
策
の
追
加
の
一
方
、
医
療

に
余
裕
が
必
要
な
こ
と
が
忘
却

さ
れ
た
。
財
務
省
等
に
よ
る「
か

か
り
つ
け
医
制
度
化
」
と
日
医
・

厚
労
省
等
の
「
か
か
り
つ
け
医

も
マ
ト
モ
だ
と
強
調
。
「
物
価

高
・
賃
上
げ
を
反
映
し
て
診
療
・

介
護
報
酬
を
前
倒
し
で
行
う
」、

「
補
正
予
算
を
措
置
し
て
、
深

刻
な
危
機
的
状
況
に
あ
る
地
域

の
医
療
福
祉
を
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
守
り
抜
い
て
い
く
」

等
が
あ
り
、
共
同
通
信
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
高
額
療
養
費
制

度
の
患
者
負
担
引
き
上
げ
に

「
反
対
」
と
５
候
補
の
中
で
唯

一
、
明
言
を
し
た
と
紹
介
し
た
。

更
に
は
、
維
新
・
国
民
・
参
政

の
３
党
の
保
険
料
引
き
下
げ
の

主
張
と
異
な
り
、公
約
に
は「
引

き
下
げ
」
の
文
言
は
な
く
、
か

つ
低
所
得
者
層
へ
負
担
軽
減
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
医
療

費
抑
制
（
適
正
化
）
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
も
書
い
て

い
な
い
と
し
た
。
２４
年
の
総
裁

選
公
約
で
は
医
療
政
策
は
脆
弱

だ
っ
た
の
で
、
優
秀
な
ブ
レ
ー

ン
の
存
在
が
あ
る
と
し
た
。

　

た
だ
、
今
後
は
維
新
と
の
連

立
協
議
と
な
っ
た
た
め
、
公
約

が「
水
と
油
」
で
あ
り
、
不
透
明
感

が
強
く
な
っ
て
い
る
と
結
ん
だ
。

　

近
年
、
治
療
中
の
事
故
や
治

療
後
の
後
遺
症
を
巡
っ
て
患
者

等
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
管
理
者
で
あ
る
院
長
に
は

医
師
賠
償
責
任
保
険
（
日
本
国

内
に
お
い
て
の
医
療
上
・
医
療

施
設
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

責
任
を
対
象
と
す
る
保
険
）
に

必
ず
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
医
療
事
故

の
賠
償
金
は
数
千
万
円
に
及
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の

た
め
に
今
一
度
、
ご
自
身
の
加

入
状
況
や
プ
ラ
ン
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
医
師
会
Ａ
会
員
、
歯
科
医
師

会
会
員
、
そ
の
他
学
会
等
の

会
員
に
な
っ
た
際
、
自
動
で

医
賠
に
加
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
医
賠
は
〝
保
険
期
間
中
に
事

故
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
限

り
保
険
金
を
支
払
う
〟た
め
、

事
故
発
見
時
（
患
者
等
か
ら

【医師賠償責任保険（医賠）】【医師賠償責任保険（医賠）】

加入状況の確認を！加入状況の確認を！

の
申
出
で
判
明
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
）
に
加
入
し
て
い
な

い
と
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

よ
く
間
違
え
る
の
が
「
治

療
当
時
（
例

：

２
０
２
３

年
）
は
医
賠
に
加
入
し
て
い

た
が
、現
在
（
２
０
２
５
年
）

は
未
加
入
」
の
場
合
、
患
者

等
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
時

点
（
２
０
２
５
年
）
で
加
入

し
て
い
な
け
れ
ば
補
償
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
廃
業
後
も

同
じ
で
す
。
廃
業
後
に
患
者

等
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
時
点

で
未
加
入
の
場
合
は
補
償
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

◆
代
替
わ
り
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
う
っ
か
り
未
加
入
に
な
る

こ
と
も
…
必
ず
加
入
状
況
の

確
認
を
！
基
本
的
に
は
医
賠

は
院
長
が
加
入
す
べ
き
も
の

と
な
り
ま
す
。

【
例
】
先
代
院
長
か
ら
現
院

長
へ
院
長
交
代
し
た
際
に
、

先
代
院
長
は
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
に
入
会
し
て
い
た
た

め
自
動
で
医
賠
に
加
入
し
て

い
た
が
、
現
院
長
は
未
入
会

の
た
め
医
賠
が
未
加
入
と
な

り
、
そ
の
ま
ま
気
付
か
な
い

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま
す

（
さ
ら
な
る
安
心
の
た
め
、

勤
務
医
が
個
人
加
入
す
る
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
）。

◆
医
賠
に
加
入
中
で
も
、
〝
美

容
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
医

療
行
為
〟
は
補
償
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
美
容
医
療
を
カ

バ
ー
す
る
保
険
に
も
別
途
ご

加
入
を
（
当
会
で
は
取
扱
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
）。

【
例
】
審
美
目
的
の
ホ
ワ
イ

ト
ニ
ン
グ
、
シ
ワ
改
善
目
的

の
ボ
ト
ッ
ク
ス
等

　

医
賠
の
お
問
合
せ
は
株
式
会

社
神
保
協
（
℡

：

０
４
５-

３

１
３-

２
２
２
１
）
ま
で
。
な

お
中
途
加
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

翌
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

機
能
強
化
」
の
論
争
の
盛
衰
と

制
度
化
論
の
消
失
と
医
療
法
改

正
も
概
括
し
た
。

　

二
木
氏
は
、
医
療
制
度
の
抜

本
改
革
は
幻
想
で
あ
り
、
今
後
も

必
要
な
の
は
部
分
改
革
の
積
み

終
末
期
医
療
費
は

総
医
療
費
の
３
％

参
政
党
あ
な
ど
る
べ

か
ら
ず

　

後
半
の
補
論
で
は
、
参
政
党

の
終
末
期
の
延
命
措
置
医
療
の

全
額
自
己
負
担
化
の
公
約
を
ま

ず
取
り
上
げ
た
。
死
亡
前
医
療

重
ね
と
医
療
者
の
自
己
改
革
だ

と
強
調
。
賃
金
・
物
価
の
上
昇
に

対
応
可
能
な
診
療
報
酬
の
１
点

単
価
変
動
制
を
復
活
さ
せ
、
点
数

は
技
術
難
易
度
に
対
応
さ
せ
る
の

も
選
択
肢
で
あ
る
と
提
示
し
た
。

費
は
高
額
で
は
な
く
、
高
騰
も

し
て
い
な
い
と
説
明
。
死
亡
前

１
カ
月
間
の
医
療
費
は
総
医
療

費
の
３
％
に
す
ぎ
ず
、
同
１
年

間
で
も
１０
％
で
長
期
安
定
し
て

お
り
、
こ
の
費
用
に
は
急
性
期

死
亡
も
含
ん
で
い
る
と
説
い
た
。

　

併
せ
て
最
近
、
厚
労
省
Ｏ
Ｂ

が
同
党
の
ブ
レ
ー
ン
に
入
っ
た

こ
と
で
棚
上
げ
さ
れ
る
と
予
測

し
た
。
参
政
党
に
も
触
れ
、
草

の
根
の
組
織
政
党
で
あ
り
「
あ

な
ど
る
べ
か
ら
ず
」
と
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
医
療
を
守
る

高
額
療
養
費
負
担
増

反
対　

高
市
総
裁

　

高
市
自
民
党
総
裁
に
関
し
て

は
、
タ
カ
派
・
強
硬
保
守
で
あ

る
こ
と
と
医
療
・
福
祉
政
策
は

区
別
が
必
要
だ
と
説
い
た
。
著

書
５
冊
と
公
約
全
て
を
読
み
、

自
民
党
総
裁
５
候
補
の
中
で
総

裁
選
挙
公
約
の
医
療
政
策
は
最

保険医新聞保険医新聞
ホームページからホームページから
読めます読めます

　過去の保険医新聞を協
会ホームページでもご覧い
ただけます。最新号は会員
の先生のお手元に届く頃
にアップロードいたします。
お問合せは新聞部（℡
045-313-2111）まで。

※ ログインの際は、会員に公開
しているユーザー名、パスワー
ドの入力が必要となります



『底が抜けた国
自浄能力を失った日本は再生できるのか？』
著者：山崎　雅弘
朝日新聞出版、2024年12月、
957円（税込）

底
の
抜
け
た
日
本  

こ
の
先
は
危
う
い
日
本

問
わ
れ
て
い
る
の
は

地
域
医
療
（
歯
科
保
険
診
療
）の
未
来

横
須
賀
市

福
本　

義
克

某
歯
科
医
師

　

本
書
の
内
容
は
本
帯
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
私
の

コ
メ
ン
ト
付
き
で
載
せ
て
み

る
。

１
．「
悪
人
」
が
処
罰
さ
れ
な

く
な
っ
た
社
会

　

こ
れ
は
未
だ
に
尾
を
引
い
て

い
る
、
自
民
党
の
裏
金
問
題
を

示
し
て
い
る
。
今
現
在
、
裏
金

は
ど
こ
へ
行
っ
た
？
さ
ら
に
脱

税
し
た
の
に
、
国
税
局
は
全
く

動
か
な
い
。
し
か
も
だ
。
現
金

を
受
け
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
当

の
議
員
は
何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
議
員
活
動
を
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
あ
り
？
脱
税
の

疑
い
が
あ
れ
ば
、
一
般
国
民
は

直
ち
に
翌
日
に
で
も
税
務
当
局

の
調
査
を
受
け
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
平
気
で
ま
か
り
通
る
の
か
。

２
．「
権
力
監
視
」
の
仕
事
を

や
め
た
メ
デ
ィ
ア

　

こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
が
曾
て
の

政
府
官
僚
へ
の
鋭
い
追
求
・
批

判
を
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し

ま
い
、
借
り
て
き
た
猫
と
化
し

　

円
安
を
主
要
因
と
し
て
物
価

高
騰
に
歯
止
め
が
効
か
ず
、
公

定
価
格
を
求
め
ら
れ
る
保
険
診

療
に
も
深
刻
な
打
撃
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
私
は
歯
科
開
業
医

な
の
で
、
歯
科
に
特
化
し
て
述

べ
る
が
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は

歯
科
保
険
診
療
の
未
来
で
は
な

い
か
。
紙
面
の
関
係
で
歯
科
技

工
所
・
金
パ
ラ
問
題
、
ス
タ
ッ

フ
雇
用
に
限
っ
て
述
べ
る
。

①
金
パ
ラ
問
題

　

政
策
部
が
厚
労
省
で
金
パ
ラ

の
改
正
試
案
を
記
者
会
見
さ
れ

た
。
そ
の
内
容
に
関
し
て
、
医

科
の
役
員
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
た
。
そ
の
後
、
金
パ
ラ
価
格

は
３
カ
月
ご
と
の
改
定
と
な
っ

た
が
現
状
は
ど
う
か
。
直
近
の

②
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
と
経
営
環

境
に
対
し
て

　

歯
科
保
険
診
療
の
点
数
設
定

で
は
、
ス
タ
ッ
フ
雇
用
に
対
し

て
の
設
定
は
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
今
の
人
件
費
高
騰
に
対
応
し

う
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
は
言
い

難
い
。

　

今
年
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に

お
け
る
日
本
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー

の
講
演
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、

東
京
・
日
本
橋
で
保
険
外
の
自

費
診
療
を
行
う
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
駆
使
し
た
ワ
ン
オ
ペ
歯
科

医
院
経
営
の
講
演
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
夢
物
語
な
ど
と
言
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。
直
近
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
で
は
、
凡
庸
型

（
い
わ
ゆ
る
人
型
）
ロ
ボ
ッ
ト

の
普
及
は
２
０
３
０
年
辺
り
、

つ
ま
り
あ
と
５
年
位
で
そ
の
価

格
は
平
均
百
万
円
位
、
歯
科
機

材
の
値
段
を
考
え
れ
ば
採
算
は

射
程
内
と
な
る
。こ
の
潮
流
は
、

個
人
的
に
は
歯
科
に
お
け
る

「
直
美
」
に
似
た
構
図
と
感
じ

て
、
憂
慮
し
て
い
る
。

　

再
び
言
わ
せ
て
も
ら
う
。
問

わ
れ
て
い
る
の
は
歯
科
保
険
診

療
の
未
来
で
は
な
い
か
？
歯
科

医
師
の
先
生
方
の
ご
意
見
、
特

に
若
い
世
代
の
先
生
方
の
ご
意

見
を
ぜ
ひ
賜
り
た
い
、
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

皆
保
険
の
下
の
歯
科
保
険
診

療
で
は
、
安
定
し
た
経
営
と

そ
の
た
め
に
安
定
し
た
価
格

の
材
料
提
供
が
求
め
ら
れ
る

べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
状
態
の
是
非
は
。

・
加
え
て
こ
れ
は
、
歯
科
の
問

題
と
い
う
よ
り
歯
科
保
険
診

療
機
関
に
限
定
し
た
問
題
。

技
工
所
は
、
技
工
料
と
材
料

代
を
別
途
請
求
す
る
傾
向
に

あ
る
。
材
料
と
し
て
の
金
パ

ラ
価
格
の
高
騰
の
影
響
が
少

な
い
。

・
金
パ
ラ
価
格
を
時
価
請
求
す

る
こ
と
は
、
過
去
の
混
合
診

療
の
経
過
か
ら
抵
抗
感
も
強

い
。
現
在
の
経
過
を
一
言
で

言
え
ば
、
閉
塞
感
、
八
方
塞

が
り
で
は
な
い
か
。

報
道
で
は
、
金
を
求
め
て
小
売

店
に
客
が
殺
到
、
相
次
ぐ
販
売

停
止
―
の
記
事
が
出
て
い
た
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
？

・
元
来
、
有
事
の
金
に
加
え
、

紛
争
の
長
期
化
で
国
策
と
し

て
求
め
る
国
が
増
え
た
。
下

が
る
要
素
が
な
い
。

・
元
々
、
金
の
先
物
は
玄
人
さ

ん
が
売
買
し
た
が
、
今
は
Ｆ

Ｘ
と
同
じ
く
普
通
の
方
が
ス

マ
ホ
で
時
々
刻
々
と
売
買
を

繰
り
返
す
。

・
社
会
保
障
の
一
環
と
し
て
の

　横浜支部は10月12日、「秋の天文講座・天体
観望会～土星と銀河宇宙を見る会～」をテーマ
に研究会を開催。講師は横浜支部長であり、は
まぎんこども宇宙科学館・天文ボランティアで
もある洞澤繁氏が務めた。当日は台風による悪
天候のため観望会を断念し、協会会議室にて天
文講座のみ実施。親子を含む23名が参加した。
　洞澤氏は、土星は太陽系で2番目に大きい巨大ガス惑星で、地
球からは光の速さで約80分かかると説明。神秘的な環（わ）がよ
く見える土星や木星、天王星など講師が撮影した数々の映像を、
ユーモア溢れる解説とともに披露した。ピカピカと次々に流れる
流星の雨には、子ども達の喜ぶ声で会場が賑わった。併せて初心
者におすすめの望遠鏡や国内で今後見られる天体現象を紹介。特
に2061年7月のハレー彗星は一生に1回の大彗星だと強調し
た。終わりに「天体現象を目で見て身体の記録に残すことが1番
の楽しみ方。外で星を見て、心を豊かにしてほしい」と願った。

天文講座　横浜支部研究会天文講座　横浜支部研究会

目で見る星の楽しさを熱弁目で見る星の楽しさを熱弁
「心を豊かに」「心を豊かに」

　10月14日、地域医療対策
部は「STOP !  介護崩壊～こ
れ以上の負担増・サービス縮
小は許されない～」をテーマ
に学習会を開催。講師は、神
奈川県社会保障推進協議会・
事務局長の根本隆氏と、有限
会社コミュニティ代表の工藤秀雄氏が務めた。協会会議室・
WEB併せて43名が参加した。
　根本氏は、介護保険制度が始まって25年が経過する中での深
刻な窮状を訴えた。利用者負担の増加と低い介護報酬による事業
所経営の困難が続く現状に対し、政府がさらなる負担増やサービ
ス縮小を検討していることに危機感を示した。この窮状を打破す
るためには、現在50％となっている公費負担の増額が不可欠で
あると訴えた。
　工藤氏は、訪問介護における深刻な人員不足問題に言及。人員
不足がサービス提供の縮小と売上低下を招き、職員の賃金改善を
阻害する「負のループ」に陥っていると指摘した。また、高額な人
材紹介仲介料や、小規模事業者の多さゆえに表面化しない倒産の
多さといった厳しい実態にも触れた。その上で、介護報酬の抜本
的な引き上げが必要であると
強く訴えた。

地域医療学習会地域医療学習会

さらなる負担増、サービス縮小に警鐘さらなる負担増、サービス縮小に警鐘

　10月19日、東京・神奈川において「第
17回子ども虐待防止オレンジリボンたす
きリレー2025」が開催された（保険医協
会が後援・協賛）。このイベントは、子ど
も虐待防止の象徴であるオレンジリボン
をたすきに仕立て駅伝方式でつなぐこと
で、児童虐待防止の啓発を広く市民に行うことを目的としている。
　当日は、ゴール会場であるみなとみらい・グランモール公園に
て、協会としてブースを出展。地域医療対策部から事務局員2名
が参加し、開業保険医が取り組む児童虐待防止対策事業をアピー
ルした。ブースでは事業に関するパネル展示に加え、協会名入り
の風船とともに、子育て支援リーフレットを道行く家族連れなど
に配布した。

第17回オレンジリボンたすきリレー第17回オレンジリボンたすきリレー

開業保険医の取り組みを発信開業保険医の取り組みを発信

当日の様子

講師の洞澤氏

み
で
拡
大
、
増
額
を
続
け
る
政

府
・
自
民
党
。
そ
れ
に
声
を
上

げ
ず
、
じ
っ
と
成
り
行
き
任
せ

の
マ
ス
コ
ミ
と
国
民
。

４
．
不
条
理
に
従
い
続
け
る
国

民

　

上
記
の
通
り
、
大
人
し
い
良

い
子
化
し
た
国
民
。
こ
れ
ら
の

項
目
、
本
書
の
内
容
、
ど
こ
か

ら
読
み
始
め
て
も
よ
い
の
で
、

容
易
に
内
容
に
入
り
込
め
る
。

　

本
書
で
一
番
目
を
引
い
た
の

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
項

目
で
あ
る
。
そ
こ
だ
け
取
り
上

げ
て
み
た
い
。
な
ぜ
当
時
の
政

府
は
性
急
に
期
限
を
設
け
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
・
実

施
を
急
い
だ
か
？
そ
れ
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
関
連
企
業
で
あ
る
、
日
立

製
作
所
、
富
士
通
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
各
社
が
５
年
間

で
５
億
円
の
寄
付
を
自
民
党
に

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

資
格
確
認
の
端
末
の
ほ
と
ん
ど

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
デ
ジ
タ
ル
回
線

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

国
民
、
医
療
関
係
施
設
に
有

無
を
言
わ
せ
ず
、
多
大
な
犠
牲

を
強
い
て
い
る
。
深
い
訳
が
こ

の
新
書
で
暴
露
さ
れ
て
い
る
お

か
げ
で
、
国
民
、
医
療
・
介
護

関
係
施
設
は
今
で
も
大
き
な
痛

手
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

政
府
与
党
と
官
僚
が
一
丸
と

な
り
、
半
強
制
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
い
く
の
を
考
え
る
だ
け
で
も

暗
い
日
本
国
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
本
書
で
あ
る
。

て
い
る
現
状
。
上
の
裏
金
問
題

に
関
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
は
静
観

の
構
え
。
い
か
に
も「
国
民
よ
、

も
う
忘
れ
な
さ
い
」
と
言
い
た

げ
に
。
こ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
か
？

記
者
会
見
で
も「
記
憶
に
な
い
」

や
「
詳
細
は
差
し
控
え
る
」
の

回
答
に
、
記
者
は
全
く
反
応
な

し
。
さ
ら
に
質
問
が
し
つ
こ
い

記
者
は
、
会
場
か
ら
〈
排
除
〉

と
独
裁
専
制
国
家
化
し
て
い

る
。
な
ん
と
大
人
し
い
マ
ス
コ

ミ
な
ん
だ
ろ
う
。

３
．
軍
拡
と
戦
争
に
前
の
め
り

な
政
府
・
財
界

　

防
衛
予
算
を
ア
ジ
ア
政
情
不

安
定
を
理
由
に
、
閣
議
決
定
の

講師の根本氏 同・工藤氏
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　傷病による休業時に加入口数と休業日数に応じて給付金をお
支払いします（1口当たり：入院1日8千円、自宅療養〈免責3日〉
1日6千円）。保険料は加入時のまま満期まで上がらず、若いう
ちに加入するほど保険料を抑えることができます。例えば30日
間入院した場合、8口加入していれば最大で192万円給付を受け
ることができます*1。

グループ生命保険

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現

ケガや病気による休業への備えケガや病気による休業への備え
保険医協会イチオシの制度です！保険医協会イチオシの制度です！

　先生に万一のことがあった時、遺されたご家族には重い負担がのしかかり
ます。保障額は最低100万円から最高6,000万円で設定可能*1。保険医協会のグ
ループ生命保険は、保障内容を死亡または高度障害状態に絞ることで月々の
保険料を抑えています。会員の先生ご本人にご加入いただければ、配偶者様
やお子様も加入可能です。
　さらに、引受保険会社の決算状況によっては年間保険料の一部を配当金と
してお返しします。2024年度は年間保険料の約37.6％（約4.5カ月分）を配当金
としてお支払いしました*2。

*1 年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。

*2 配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

*1  告知書を基に加入審査を行います。また、勤務形態等によって加入口数に

制限がございます。

*2  加入日現在で59歳6カ月未満の方がお申込み可能です。59歳6カ月を超え

る方は「所得補償保険」をご検討ください。

保険医協会 3大共済制度のご案内

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください

資料請求・ご相談はこちらへ

神奈川県保険医協会 共済部　℡ 045‐313‐2111

共済制度の
ページからも
資料請求い
ただけます→

休業保障保険
【2026年 4月  1日加入】

（9/16～12/31の間に申込書到着）

次回お申込み期間
【2026年4月1日～6月15日】

（2026年9月1日加入）

　保険医年金は毎月1万円から始められる積立制度です。1口
50万円の一時払で一気に積み増すことも可能です。

予定利率は1.225%(2025年11月1日現在)。老後資金はも
ちろん、急な資金需要の際には積立金の一部を部分解約するこ
ともできます*1。積立も受取も自由度が高く、働き方が多様な「保
険医のための制度」です。

引退後の生活資金や引退後の生活資金や
急な資金需要にも対応可能！急な資金需要にも対応可能！

*1  月払では約4年0カ月、一時払では約2年0カ月以内に中途解約した場合、

受取金額が払込掛金額を下回ります。

保険医年金

その他の様々な制度もおすすめその他の様々な制度もおすすめ

　傷病による休業時、加入口数に応じて所
得補償を受給できます。告知は、YES／NO
の質問3つに答えるだけ！会員ご本人であ
れば、最高79歳まで加入が可能です。家族・
従業員も加入できるので、福利厚生にも活
用できます。

年利1.126％の医療機関の積立制度。先
生（法人）が掛金を負担し、先生（法人）
が受け取るため、退職金以外にも使い道は
自由です！次回のお申込み期間は2026年1
月～2月です（2025年5月1日加入）。

　明治安田生命・大樹生命・富国生命・東
京海上日動あんしん生命の4社の生命保険
等に加入されている先生は、毎月の保険
料を協会引落しにするだけで保険料が割
引できる可能性があります。適用の可否
は該当の保険会社にお問合せください。

所得補償保険 団体扱い割引従業員退職年金

【随時お申込受付中】

も
し
も
の
備
え

で
き
て
い
ま
す
か
︖

も
し
も
の
備
え

も
し
も
の
備
え
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11月20日(木)午後7時15分～

第
６３９

回

月

例

研

究

会

　

日
本
人
は
世
界
的
に
も
睡
眠
時
間
が
短
く
、
慢
性
的
な

睡
眠
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
眠
治
療
は
従
来

の
Ｂ
Ｚ
Ｄ
系
薬
か
ら
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
オ
レ
キ
シ
ン

受
容
体
拮
抗
薬
や
メ
ラ
ト
ニ
ン
作
動
薬
へ
と
移
行
が
進
ん

で
い
ま
す
。
薬
物
療
法
に
加
え
、
睡
眠
衛
生
指
導
や
Ｃ
Ｂ

Ｔ
‐
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
戦
略
の
最
前
線
を
解
説
い

た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
睡
眠
障
害
診
療
の
最
先
端

―
ホ
ル
モ
ン
作
動
薬
を
含

め
た
治
療
戦
略
―
」

講
　
師
　
医
療
法
人
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｍ

理
事
長

　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学

訪
問
准
教
授

白
濱　

龍
太
郎
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２０
（
不
眠
〈
睡
眠
障
害
〉）」

１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
塩
野
義
製
薬
㈱
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

11月18日
～11月26日

１１
月
１８
日
（
火
）

湘
南
支
部
幹
事
会
・
支
部
研

究
会
１９
時
。
横
須
賀
支
部
幹

事
会
・
研
究
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１９
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
２０
日
（
木
）

医
療
事
務
講
習
会
１４
時
３０

分
。
共
済
部
会
１７
時
。
歯
科

保
険
診
療
対
策
部
会
１９
時
。

月
例
研
究
会
１９
時
１５
分
。

１１
月
２５
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
２６
日
（
水
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
文
化

部
会
１９
時
３０
分
。
税
対
経
営

部
会
２０
時
。

12月3日(水)午後7時30分～ 12月2日(火)午後7時30分～

県

央

支

部

研

究

会

　

地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
近
年
の
自
然
災
害
の
教
訓
を

知
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
の
経
緯
や
課
題
を
知
り
、
今
後

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
を
考
え
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
医
療
に
関
す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

過
去
の
災
害
事
例
を
基
に
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
近
年
の
自
然
災
害
を
知
り
、

今
後
の
防
災
対
策
を
考
え
る
」

講
　
師
　
一
般
社
団
法
人

危
機
管
理
教
育
研
究
所

　
　
　
　
上
席
研
究
員

江
原　

信
之
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
県
央
支
部

川

崎

支

部

研

究

会

　

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
６
月
に
い
わ
ゆ
る
カ
ス
ハ

ラ
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
対
象
と
な
る
病
院
・
診
療
所
等

に
お
い
て
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら
の

正
当
な
ク
レ
ー
ム
に
は
真
摯
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
一

方
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
の
妥
当
性
を
欠
く
要
求

や
言
動
は
、
職
員
や
他
の
患
者
さ
ん
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
る
た
め
、
毅
然
と
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
研
究
会
で
は
、
医
療
機
関
に
お
け
る
ペ
イ

シ
ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
対
策
を
取
り
上

げ
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
知
っ
て
お
き
た
い

医
療

機
関
に
お
け
る
ペ
イ
シ
ェ

ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ポ

イ
ン
ト
と
対
策
」

講
　
師
　
法
律
事
務
所
ク
レ
イ
ン

　
　
　
　
弁
護
士

大
野　

美
樹
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
川
崎
支
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

12月6日(土)午後6時～ 12月4日(木)午後7時～

写
真
教
室
（
旧
・
写
真
合
評
会
）

　

プ
ロ
写
真
家
の
榊
原
俊
寿
先
生
（
二
科
会
写
真
部
会
員
）

か
ら
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
す
。
講
評
で
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
紙
焼
き
写

真
と
、
デ
ー
タ
お
持
ち
込
み
に
よ
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
へ
の

投
影
形
式
を
併
用
し
た
形
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

講
　
師
　
日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
二
科
会
写
真
部
会
員

榊
原　

俊
寿
氏

参
加
費
　
５
０
０
円
（
当
日
支
払
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
１０
名
程
度

※
持
参
作
品
は
一
人
１０
点
ま
で
。
紙
焼
き
、
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
、
白
黒
・
カ
ラ
ー
、
サ
イ
ズ
不
問
で
す
。
六
つ
切

り
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
な
ど
の
作
品
は
協
会
会
議
室
へ
の
展

示
の
た
め
、
お
借
り
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
で
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
文
化
部

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
審
美
性
に
富
ん
だ
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復

―
そ
の
基
礎
的
事
項
と
臨
床

応
用
の
実
際
―
」

講
　
師
　
日
本
大
学
歯
学
部

保
存
学
教
室
修
復
学
講
座

　
　
　
　
診
療
科
長
・
教
授

宮
崎　

真
至
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

【経営研究会】

パワハラにならないコミュニケーショ
ンと職場づくり（院長向け）

講師： 盛田社会保険労務士事務所代表
／株式会社ともすコンサルティ
ング代表取締役／

　　 特定社会保険労務士 盛田 寛昭氏

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右記QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【医療問題研究会】

今後の医療と医療政策を
俯瞰的に考える

―参政党と高市早苗自民党新総裁
の医療政策にも触れながら―

講師： 日本福祉大学
　　　名誉教授 二木 立氏

【医科】

臨床懇話会

2025年改訂版
心不全ガイドライン

講師： 富士健診センター
　　  名誉院長 森 壽生氏

【歯科】

歯科臨床研究会

歯科医院における画像診断と
最近のトピック

講師： 神奈川歯科大学歯学部　
画像診断学分野　　  

　　  診療科教授 泉 雅浩氏

【歯科】

歯科施設基準解説動画

　施設基準の届出用紙のダウ
ンロード方法や現在自院が届
出している施設基準の確認方
法から、主だった施設基準の
届出用紙の書き方まで解説し
ています。
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関ブロ一丸となってプラス改定へ声を上げた

年度 売上（平均）
A

差引原価（平均）
B

経費（平均）
C

事業所得（平均）A-（B+C）
※カッコ内は減収率

23 76,692,051円 16,769,587円 36,247,351円 23,675,113円

24 71,791,154円 16,348,634円 35,847,931円 19,594,589円

差額 -4,900,897円 　-420,953円   -399,420円 -4,080,524円（▲17.2％）

〈表1〉個人立・無床診療所（医科全体・75件）の平均値

『関ブロ9協会経営実態調査』（有効回答数：151）

年度 売上（平均）
A

差引原価（平均）
B

経費（平均）
C

事業所得（平均）A-（B+C）
※カッコ内は減収率

23 74,381,557円 14,863,954円 34,600,755円 24,916,848円

24 68,245,144円 14,389,763円 34,059,014円 19,796,367円

差額 -6,136,413円    -474,191円   -541,741円 -5,120,481円（▲20.5％）

〈表2〉個人立・無床診療所（内科・34件）の平均値

ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
。
神
奈
川
選

出
の
阿
部
知
子
議
員
（
衆
・
立

憲
、
医
師
）
は
「
（
医
師
の
）
誰
が

悪
い
わ
け
で
も
な
い
。
構
造
的

な
問
題
で
地
域
医
療
が
い
ま
危

機
に
瀕
し
て
い
る
」
と
し
、
物

　

集
会
に
際
し
て
は
、
関
ブ
ロ

９
協
会
が
合
同
で
実
施
し
た

「
医
療
機
関
経
営
実
態
調
査
」

（
神
奈
川
協
会
は
先
行
し
て
３

月
に
実
施
）
の
結
果
を
二
村
副

理
事
長
が
報
告
し
た
。

　

調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
２
７
７

件
の
回
答
の
う
ち
、
有
効
回
答

数
は
１
５
１
件
。
そ
の
う
ち
医

科
無
床
診
療
所
（
個
人
立
・
７５

件
）
の
傾
向
を
見
る
と
、
２
０

２
４
年
度
は
前
年
か
ら
売
上
が

４
９
０
万
円
減
収
、
差
引
原
価

と
経
費
を
引
い
た
事
業
所
得
は

前
年
度
か
ら
４
０
８
万
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
た
（
い
ず

れ
も
平
均
値
。
〈
表
１
〉
）
。
う

ち
内
科
の
み
の
抽
出
で
は
（
３４

件
）
、
売
上
は
６
１
３
万
円
の

減
収
、
事
業
所
得
は
５
１
２
万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
、
よ
り
減
益

幅
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
っ
た

（
表
２
）
。
こ
れ
は
、
２
０
２
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
の
医
学

管
理
料
の
組
み
換
え
（
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
→
生
活
習
慣
病

管
理
料
へ
の
３
疾
患
の
移
行
）

に
よ
る
実
質
の
減
収
が
影
響
し

　

９
協
会
か
ら
の
指
定
発
言
で

は
、
「
歯
科
で
は
行
っ
た
行
為

が
点
数
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
い
く
つ
も
あ
る
」
（
群
馬
・

歯
科
）
、「
金
属
の
高
騰
が
深
刻
。

大
臼
歯
Ｆ
Ｍ
Ｃ
１
つ
作
製
す
る

ご
と
に
２
千
８
６
５
円
の
赤
字

だ
」
（
千
葉
・
歯
科
）
、
「
若
い

医
師
に
と
っ
て
保
険
診
療
で
や

っ
て
い
く
明
る
い
未
来
が
な

く
、
〝
直
美
〟
へ
の
流
れ
が
で

き
て
し
ま
っ
て
い
る
」
（
東
京
・

整
形
外
科
）
、
「
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
人
件
費
、
物
価
高
騰
に

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
補
填
で
き
て
い
る
か
聞
く

と
、
人
件
費
で
８９
・
８
％
、
物

価
高
騰
分
で
は
９２
・
９
％
が
『
補

填
で
き
て
な
い
』
と
回
答
し
た
」

（
東
京
・
歯
科
）
、「
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
で
『
夫
婦
そ
ろ

っ
て
難
病
を
発
症
し
た
。
３
６

５
日
休
み
な
く
働
い
て
い
る
の

に
自
身
の
給
料
が
支
払
え
な

い
。
助
け
て
く
だ
さ
い
』
と
あ

っ
た
。
何
と
し
て
も
医
療
機
関

を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

価
高
、
人
件
費
上
昇
の
中
、次
期

診
療
報
酬
改
定
で
は
大
幅
引
き

上
げ
が
必
要
と
訴
え
た
。
現
地

で
は
谷
田
川
は
じ
め
議
員
（
衆
・

立
憲
）
、
小
池
晃
議
員
（
参
・
共

産
、
医
師
）
、
保
団
連
・
竹
田
会
長

も
連
帯
の
挨
拶
を
し
た
。

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

自
由
意
見
欄
に
は
、「
保
険

収
入
が
減
っ
た
の
で
や
む
を
え

ず
自
費
診
療
を
始
め
た
」
、「
赤

字
に
な
り
ま
し
た
」
、「
こ
の
ま

ま
で
は
閉
院
で
す
」
―
等
、
悲

痛
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
二
村
副
理
事
長
は
「
地
域

医
療
を
守
る
に
は
、
①
期
中
改

定
や
緊
急
の
財
政
措
置
、
②
次

期
診
療
報
酬
改
定
で
１０
％
以
上

の
大
幅
引
き
上
げ
、
③
患
者
負

担
の
軽
減
が
必
要
だ
」
と
訴
え

た
。

（
山
梨
）
、「
診
療
報
酬
は
公
正

な
評
価
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
設
定

さ
れ
て
い
る
の
か
甚
だ
疑
問
」

（
茨
城
）
、「
保
湿
剤
の
保
険
外

し
は
暴
挙
。
患
者
負
担
は
１３
倍

に
な
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

皮
膚
科
治
療
が
成
り
立
た
な

い
」
（
千
葉
・
皮
膚
科
）、「
医

療
業
界
に
人
材
を
確
保
す
る
に

は
、
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
が
重
要
」（
埼
玉
）
―
等
発
言
。

神
奈
川
か
ら
は
宮
澤
理
事
が
、

「『
地
域
医
療
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
医
療
機
関
の

維
持
存
続
へ
の
支
援
を
求
め
る

請
願
署
名
』
（
月
刊
保
団
連

１０
、
１１
月
号
に
同
封
）
に
、
１

０
０
万
筆
目
標
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
国
会
に
声

を
届
け
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

最
後
に
、
栃
木
協
会
・
天
谷

副
会
長
よ
り
集
会
決
議
案
が
提

案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

＊
県
内
医
療
団
体
か
ら
の
参
加

小
田
原
市
医
師
会
・
石
井
博
司

理
事
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

◆
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
神
奈
川
分
の
み
）

〈
医
師
会
〉
※
敬
称
略

　

「
大
変
意
義
あ
る
取
り
組
み

に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

地
域
医
療
と
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
の
行
動
に
、
強
く
賛
同

い
た
し
ま
す
。
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
に
よ
り
、
よ
り
良

い
地
域
医
療
体
制
の
実
現
を
願

っ
て
い
ま
す
」
（
横
浜
市
医
師

会
会
長
・
戸
塚
武
和
）
／
「
物

価
高
騰
・
賃
金
上
昇
な
ど
医
療

を
取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
し
、
医
療
機
関
の

経
営
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国
各
地

で
医
療
機
関
の
閉
院
・
休
止
が

相
次
い
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
域
の
医
療
提
供
体
制
が
崩

壊
し
か
ね
ま
せ
ん
。
医
療
機
関

の
経
営
を
安
定
的
に
維
持
さ
せ

る
た
め
に
は
、
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
、
物
価
高
騰
な
ど
に
見
合
う

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
」

（
川
崎
市
医
師
会
会
長
・
岡
野

敏
明
）

〈
国
会
議
員
〉
※
敬
称
略

早
稲
田
夕
季
・
山
崎
誠
・
太
栄

志
・
大
塚
小
百
合
各
議
員
（
衆
・

立
憲
）

◆
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
※
敬
称
略

国
光
文
乃
（
衆
・
自
民
、
医
師
）・

阿
部
知
子
（
衆
・
立
憲
、
医
師
）・

梅
村
聡
（
衆
・
維
新
、
医
師
）・

上
月
良
祐
（
参
・
自
民
）
・
小

西
洋
之
（
参
・
立
憲
）
各
議
員

「
や
れ
ば
や
る
ほ
ど

「
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
赤
字
赤
字
」…」…

【
関
ブ
ロ
９
協
会
経
営
調
査
】

【
関
ブ
ロ
９
協
会
経
営
調
査
】

内
科
は
前
年
度
比
２
割
の
減
益

内
科
は
前
年
度
比
２
割
の
減
益

歯
科
の
低
点
数
は
是
正
を

歯
科
の
低
点
数
は
是
正
を

10・12 関ブロ 関ブロ 緊急緊急決起集会決起集会
大幅プラス改定で医療危機の打開を！

小池議員谷田川議員

二村副理事長 宮澤理事

　

３
連
休
の
中
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
会
場
に
は
関
ブ
ロ
９
協
会

だ
け
で
な
く
兵
庫
、
愛
知
、
静
岡

等
全
国
各
地
か
ら
医
師
・
歯
科

医
師
が
集
結
。
会
場
に
１
２
３

名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
７１
拠
点
を
結
び
、

合
計
１
９
４
名
が
参
加
し
た
。

神
奈
川
協
会
か
ら
は
鈴
木
・
二

村
・
千
葉
各
副
理
事
長
、
藤
田
・

宮
澤
・
小
柳
各
理
事
、
事
務
局

１１
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
各
地
選
出
の
国
会
議

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ
メ

　既報の通り、保団連関東ブロック協議会

（神奈川協会も加盟。以下「関ブロ」）は10

月12日、東京・都市センターホテルで「地

域から医療をなくすな！緊急決起集会～経

営危機打開のため次期診療報酬の大幅引き

上げを勝ち取ろう！」を開催した。

診療報酬大幅
引き上げ署名

関ブロ緊急集会
アーカイブ配信

医療機関の存続危機・啓発ポスター医療機関の存続危機・啓発ポスター

院内掲示と署名協力の呼びかけを！院内掲示と署名協力の呼びかけを！

あなたの通っているクリニックがあなたの通っているクリニックが
突然なくなる？突然なくなる？

　医療機関の厳しい経営状況が地域医療医療機関の厳しい経営状況が地域医療

の崩壊の危機に直結することを広く周の崩壊の危機に直結することを広く周

知・啓発するため、待合室用のポスター知・啓発するため、待合室用のポスター

を作成し、月刊保団連11月号に同封しまを作成し、月刊保団連11月号に同封しま

した（11月中旬に到着予定）。患者さんした（11月中旬に到着予定）。患者さん

や地域住民に医療機関への財政支援の緊や地域住民に医療機関への財政支援の緊

急性・必要性を理解していただき、世論急性・必要性を理解していただき、世論

形成を広げるためにも、ご活用いただき形成を広げるためにも、ご活用いただき

たいと存じます。たいと存じます。

　あわせて、「地域住民の医療を受ける　あわせて、「地域住民の医療を受ける

権利を保障するために医療機関の維持存権利を保障するために医療機関の維持存

続への支援を求める請願署名」を同封し続への支援を求める請願署名」を同封し

ました。患者さん、地域住民にご協力を呼びかけていただきますました。患者さん、地域住民にご協力を呼びかけていただきます

よう、お願い申し上げます。よう、お願い申し上げます。



　

医
療
崩
壊
の
危
機
に
直
面
す
る
会
員
か
ら
の
意
見
を
、
前
号
に
引
き
続
き
紹
介
す
る
（
今
号

は
第
３
回
目
〈
全
３
回
〉）。
※
意
見
募
集
期
間
は
９
月
29
日
か
ら
10
月
14
日

低
い
診
療
報
酬
・Ｄ
Ｘ
の
波

つ
い
に
、閉
院
決
め
た

現場の声
「イエローページ」

◆
ユ
ニ
ッ
ト
２
台
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
の

で
患
者
数
は
そ
れ
程
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
…
保
険
診
療
中
心
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や

顕
微
鏡
下
で
の
自
費
治
療
な
ら
ま
だ

経
営
も
問
題
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
費
の
治
療
費
を
出

せ
る
患
者
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
険
診
療
中
心
の
私
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
材
料
費
、
技
工
料
、

金
属
そ
し
て
最
低
賃
金
、
電
気
代
・

水
道
代
等
の
料
金
の
値
上
げ
で
治
療

す
れ
ば
す
る
程
赤
字
で
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
の
た
め
、
レ
セ
コ
ン
会
社

の
管
理
費
も
自
然
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。

　
　

ま
ず
、金
属
を
使
う
治
療
の
点
数
、

初
診
・
再
診
料
、
根
管
治
療
の
点
数

を
上
げ
て
下
さ
い
。
新
し
い
機
械
を

導
入
し
た
治
療
の
み
の
加
算
は
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
推
す
な

ら
機
械
導
入
の
補
助
金
が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
進
み
、
そ
れ
に
伴
う
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
絶
対
、
再
診
料
に
医
療
Ｄ

Ｘ
加
算
を
10
点
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
歯
科
）

◆
国
の
た
め
と
思
っ
て
医
療
費
抑
制
策

に
長
年
協
力
し
て
き
た
。
世
間
が
休

暇
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
も
、
私
生

活
を
犠
牲
に
し
て
不
休
で
患
者
の
治

療
に
あ
た
っ
て
き
た
。
10
年
近
く
上

が
ら
な
い
診
療
報
酬
で
あ
っ
た
が
、

マ
ス
ク
も
な
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
な

い
、
手
袋
も
な
い
中
で
、
死
の
覚
悟

で
コ
ロ
ナ
と
対
峙
し
こ
れ
を
乗
り
越

え
、
人
件
費
増
、
物
価
高
の
中
、
値

　

▼ 

１
．
物
価
高
騰
に
医
療
点
数
が
見

合
っ
て
い
な
い

　
　

報
道
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
ビ

ン
チ
で
手
術
し
た
ら
70
万
円
か
か
る

と
こ
ろ
を
、
保
険
点
数
が
40
万
円
で

あ
れ
ば
、30
万
円
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

こ
れ
が
診
療
所
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、

小
さ
い
金
額
の
積
み
重
ね
で
す
が
、

保
険
点
数
が
物
価
に
追
い
つ
い
て
い

な
け
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
経
営
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
マ
イ
ナ

ス
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
ど
ん
な
に
医
療
機
関
に
大
勢
の

患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
も
、
結
局

赤
字
に
転
落
す
る
の
は
当
然
で
す
。

　

Ｐ
Ｌ
（
損
益
計
算
書
）、
Ｂ
Ｓ
（
賃

借
対
照
表
）
に
対
す
る
対
策
を
ど
ん

な
に
考
え
て
も
、
閉
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
医
療
機
関
や
、
倒
産
す
る
医

療
機
関
が
増
え
る
こ
と
は
、
当
然
の

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

▼
２
．
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
負
担
増

　
　

当
院
は
開
院
当
初
か
ら
電
子
カ
ル

テ
の
た
め
、
何
年
か
に
１
度
、
全
て

の
機
器
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
Ｉ
Ｔ
化

で
保
険
証
の
読
み
取
り
機
器
な
ど
を

当
院
負
担
で
購
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
一
度
目
は
補
助
金
で
読
み
取

り
機
器
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
当
院

で
は
２
台
必
要
な
の
で
、
読
み
取
り

機
器
の
２
台
目
は
自
腹
で
す
。ま
た
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
は
当
然
、
付
属
機

器
が
付
く
と
負
担
が
増
え
ま
す
。
サ

ブ
ス
ク
の
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
固

定
費
用
は
増
加
し
ま
す
。

▼
３
．
消
費
税
の
増
大
に
伴
う
負
担

　
　

導
入
時
は
３
％
、
そ
れ
が
５
％
、

そ
し
て
、
10
％
と
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
当
院
の
よ
う
に
、
95
％
を
保

険
診
療
で
対
応
し
て
い
る
診
療
所

は
、
患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
も
、
消

費
税
増
加
分
を
当
院
の
負
担
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
医
療
制
度
の
見
直
し

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
４
．
人
手
不
足
問
題

　
　

人
材
派
遣
の
会
社
に
手
数
料
を
支

払
わ
ず
、
で
き
る
だ
け
社
員
、
パ
ー

担
い
手
が
少
な
い
と
い
う
問
題
は

ど
こ
も
抱
え
て
い
る
た
め
、
Ａ
Ｉ

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
受
付
を
す
べ
て
Ａ
Ｉ
化
す

る
こ
と
も
将
来
的
に
は
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
な
ど
の
手
数

料
な
ど
の
負
担
問
題
は
考
慮
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

５
．
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
導
入

に
つ
い
て

　
　

こ
の
制
度
は
、
受
診
人
数
が
多

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い
て
は
あ
り

が
た
く
、
し
っ
か
り
と
人
件
費
用

に
プ
ラ
ス
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
金
額
が
見
合
っ
て
い
る
か
…

と
言
わ
れ
る
と
、
美
容
外
科
、
皮

膚
科
な
ど
、
自
費
診
療
を
主
に
や

っ
て
い
る
医
療
機
関
と
比
較
す
る

と
、当
然
、見
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

他
業
種
と
同
じ
よ
う
に
人
件
費
用

を
上
げ
な
い
と
、
人
は
、
優
秀
な

人
材
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
業
界
全

体
で
も
う
少
し
評
価
料
を
し
っ
か

り
上
げ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
他

業
種
と
比
較
す
る
と
厳
し
く
な
り

ま
す
。

　
　

地
方
な
ど
は
家
賃
な
ど
が
安
い

の
で
、
そ
の
点
も
考
え
る
と
、
物

価
比
率
に
比
例
し
た
評
価
料
を
考

え
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
か
と
考

え
ま
す
。
た
だ
、
地
方
は
過
疎
化

が
予
測
さ
れ
る
の
で
…
と
い
う
側

面
か
ら
考
え
る
と
、
平
等
と
い
う

考
え
方
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
…

で
し
ょ
う
か
？
ご
検
討
い
た
だ
け

る
と
助
か
り
ま
す
。

　
　

当
院
で
は
黒
字
経
営
な
の
で
、

「
利
益
率
が
減
る
」
人
材
は
減
り

ま
し
た
が
、
給
料
、
ボ
ー
ナ
ス
を

繁
忙
手
当
な
ど
で
補
填
す
る
と
い

っ
た
余
力
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。
ま

だ
、
余
力
の
あ
る
診
療
所
が
少
し

で
も
多
い
間
に
、
な
ん
と
か
是
正

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
助

か
り
ま
す
。 

（
形
成
外
科
）

ト
の
給
料
を
増
加
す
る
べ
く
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
無
料
掲
載
で
き
る
と

こ
ろ
で
人
材
集
め
を
行
う
努
力
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
者
側
が
人

材
派
遣
会
社
を
頼
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
負
担

は
、医
療
機
関
に
の
し
か
か
り
ま
す
。

10
万
円
の
パ
ー
ト
採
用
に
対
す
る
手

数
料
を
派
遣
会
社
に
支
払
う
た
め

に
、
診
療
所
は
10
万
円
÷
再
診
料
75

点
（
も
し
く
は
、
初
診
料
で
す
が
、

一
番
最
小
の
金
額
を
事
例
と
し
て
あ

げ
て
お
き
ま
す
）
＝
約
１
３
５
人

－

こ
れ
だ
け
無
料
で
診
療
し
な
い
と
、

一
人
が
雇
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
看
護
師
さ
ん
と
も
な
る

と
、
一
人
に
つ
き
30
万
円
、
40
万
円

と
も
な
り
ま
す
。
１
週
間
休
診
し
て

い
た
の
と
同
じ
に
な
る
…
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
業

種
の
人
材
採
用
問
題
に
つ
い
て
は
、

無
料
に
な
る
よ
う
な
規
制
を
政
府
で

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

今
後
の
予
測
と
し
て
は
、
医
療
の

◆
私
た
ち
保
険
医
の
収
入
の
大
部
分
は

保
険
点
数
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
点
数
は
政
府
が
決
め
て
い
ま

す
。
本
体
改
定
率
は
プ
ラ
ス
と
言
え

ど
も
わ
ず
か
で
、
ほ
ぼ
収
入
は
上
が

っ
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。
物
価
高

と
か
言
い
ま
す
が
、
物
価
は
世
界
的

に
見
た
ら
安
く
、
国
民
の
給
与
が
安

す
ぎ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
保
険
点

数
は
と
り
あ
え
ず
３
倍
が
妥
当
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
？
い
き
な
り
は
難
し

く
て
も
１
０
０
歩
譲
っ
て
２
倍
で
な

ん
と
か
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
感
じ

で
す
。 

（
歯
科
）

◆
物
価
高
騰
、
人
件
費
増
、
保
険
点
数

が
上
が
ら
な
い
た
め
、
31
年
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
11
月
で
閉
院
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。開
業
当
時
よ
り
、

パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
値
段
は
３
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
点
数
は
２
倍
に
も
な

り
ま
せ
ん
し
、
息
肉
除
去
や
個
人
ト

レ
ー
の
模
型
の
点
数
も
な
く
な
り
、

義
歯
調
整
も
同
月
で
は
何
回
や
っ
て

も
点
数
０
。
材
料
費
も
出
ま
せ
ん
。

　
　

困
難
な
Ｒ
Ｃ
Ｔ（
根
管
治
療
）も
、

点
数
は
ろ
く
に
上
が
ら
ず
、
普
段
あ

ま
り
治
療
し
な
い
よ
う
な
内
容
の
治

療
や
訳
の
分
か
ら
な
い
指
導
は
点
数

を
上
げ
て
も
、
実
際
に
よ
く
行
わ
れ

る
治
療
に
対
し
て
の
増
点
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
器
具
や
材

料
も
高
騰
し
、
収
入
も
上
が
ら
な
い

た
め
、
新
規
機
械
の
購
入
や
、
買
い

替
え
も
で
き
ま
せ
ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

も
か
か
り
、
以
前
の
光
デ
ィ
ス
ク
で

の
レ
セ
プ
ト
の
方
が
良
か
っ
た
で

す
。
今
後
、
電
子
処
方
箋
、
電
子
カ

ル
テ
も
義
務
化
に
な
っ
た
ら
ま
す
ま

す
負
担
増
で
、
災
害
の
多
い
日
本
で

停
電
す
る
こ
と
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
こ

と
も
考
慮
し
て
、
ア
ナ
ロ
グ
と
２
本

立
て
に
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

収
入
が
低
下
す
れ
ば
、
従
業
員
も

雇
用
で
き
ず
、
現
在
ア
ル
バ
イ
ト
の

人
し
か
お
ら
ず
、
患
者
さ
ん
が
少
な

い
と
き
は
ワ
ン
オ
ペ
で
回
し
て
い
る

現
状
で
す
。
あ
と
数
年
以
内
に
、
年

齢
的
な
問
題
を
含
め
て
、
多
く
の
診

療
所
が
閉
院
す
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
し
ま
す
。
今
後
の
医
療
界
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
、
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

追
伸

　
　

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ

る
以
前
の
保
険
証
の
廃
止
も
、
や
め

て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
が
繋
が
り
に
く
く
て
困
っ
て
ま

す
。
レ
セ
コ
ン
の
リ
ー
ス
が
切
れ
、

あ
と
６
年
も
や
っ
て
い
け
る
自
信
が

な
い
の
も
閉
院
す
る
理
由
の
１
つ
で

す
。 

（
歯
科
）

◆
今
回
物
価
高
騰
と
地
域
医
療
と
い
う

テ
ー
マ
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
自
分

が
開
業
し
た
20
年
前
と
今
を
比
較
し

て
み
た
。
消
費
者
物
価
指
数
は
約
17

％
上
昇
し
て
い
る
。
医
療
費
は
10
％

下
が
っ
て
い
る
が
実
際
の
引
き
下
げ

は
薬
価
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
本

体
は
約
６
％
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の

よ
く
行
う
治
療
へ
の
増
点

ほ
ぼ
な
し

人材会社頼るとコスト増・
 見合わないベア評価料…

深刻な人手不足

差
は
約
11
％
だ
。
た
だ
、
最
新
の
医

療
機
器
を
導
入
し
て
い
る
の
で
、
機

器
の
総
費
用
は
約
２
倍
に
な
っ
て
い

る
か
ら
物
価
指
数
以
上
に
設
備
費
用

は
か
か
っ
て
い
る
。

　
　

当
院
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
加
算
を
取

っ
て
い
る
が
、
実
際
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
額
を
全
て
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
な
い
上
に
想
定
が
２
年
間
で

４
・
５
％
し
か
な
い
。
２
０
２
５
年

の
中
小
企
業
の
賃
上
げ
平
均
と
ほ
ぼ

同
等
だ
。
全
く
足
り
な
い
上
に
将
来

継
続
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
算
定

し
て
い
な
い
医
療
機
関
が
多
い
の
は

加
算
を
取
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な

く
て
、
そ
ん
な
危
険
な
加
算
を
取
れ

な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
医
療
機
関

が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　

話
は
変
わ
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界

で
送
料
無
料
と
い
う
表
現
を
や
め
て

ほ
し
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
業
界

の
地
位
が
著
し
く
低
下
す
る
と
い
う

こ
と
ら
し
い
。
医
療
も
同
様
、
保
険

医
療
は
原
則
自
己
負
担
を
０
に
す
る

な
ど
論
外
で
、
薬
局
で
市
販
薬
を
買

う
よ
り
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
方
が

安
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
今
回
検
討
さ
れ
て
い
る
通
り

高
齢
者
医
療
も
原
則
３
割
に
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
た
だ
、
少
子
化
対
策

と
し
て
未
成
年
の
医
療
費
０
は
必
要

な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　

以
上
よ
り
、
地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
は
次
期
診
療
報
酬
改
定
で
最
低

で
も
消
費
者
物
価
指
数
と
の
乖
離
で

あ
る
10
％
以
上
の
医
療
費
本
体
上

昇
、
他
県
か
ら
の
患
者
を
償
還
払
い

に
し
な
い
た
め
に
、
高
校
卒
業
年
次

ま
で
国
と
し
て
医
療
費
自
己
負
担

０
、
高
齢
者
は
原
則
自
己
負
担
３
割

の
３
点
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

（
眼
科
）

◆
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用

に
よ
っ
て
、
紙
の
カ
ル
テ
な
の
で
対

応
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多

く
、
混
雑
時
の
事
務
作
業
が
大
変
に

な
り
ま
し
た
。 

（
耳
鼻
咽
喉
科
）

読みやすさ等を優先し、頂いたコメントに一部修正を加えている場合がございます。ご了承ください。

上
げ
も
で
き
ず
に
耐
え
て
き
た

我
々
に
よ
う
や
く
報
い
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
24
年
の
改
定
で
は

減
収
に
追
い
込
ま
れ
た
。
心
が
折
れ

た
。
患
者
さ
ん
に
は
政
権
交
代
を
す

す
め
て
い
る
。 
（
内
科
）

◆
１
９
７
０
〜
８
０
年
代
に
か
け
て
、

国
家
財
政
を
圧
迫
す
る
赤
字
部
門
３

Ｋ
（
国
鉄
、
コ
メ
、
健
康
保
険
）
と

い
う
話
題
が
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
メ

デ
ィ
ア
に
押
さ
れ
る
形
で
国
鉄
は
分

割
民
営
化
さ
れ
、
コ
メ
は
減
反
に
次

ぐ
減
反
、
健
康
保
険
は
診
療
報
酬
の

実
質
的
減
額
が
な
さ
れ
て
き
た
。
だ

が
結
果
的
に
、
こ
れ
ら
は
本
当
に
国

民
の
た
め
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
昨
今
の
コ
メ
騒
動
や
医
療
機
関

の
相
次
ぐ
閉
鎖
・
倒
産
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
仮
に
「
国
家
財
政
の
健
全

化
」
が
実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
国

民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
、
か
え
っ
て
本
末
転
倒
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

そ
も
そ
も
、
前
記
の
３
部
門
は
、

国
民
の
生
活
を
支
え
国
を
豊
か
に
す

る
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
あ
り
、

「
赤
字
だ
か
ら
削
減
す
る
」
と
い
う

性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
も
言
え
る

 

（
医
療
保
険
に
つ
い
て
は
、
国
が
医

療
保
険
制
度
を
仕
切
っ
て
運
営
す
る

以
上
、
出
す
べ
き
お
金
は
き
ち
ん
と

出
す
べ
き
な
の
で
あ
る
）。
こ
の
40

〜
50
年
ほ
ど
で
、
霞
が
関
や
永
田
町

の
関
係
者
た
ち
は
「
国
家
１
０
０
年

の
大
計
」
を
見
誤
っ
て
い
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。 

（
歯
科
）
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